
23

本
年
は
、
平
成
十
七
年
四
月
に
伊
豆
の
国
市
と
な
っ
て
三
年
目
を
迎
え

ま
す
。
私
は
、
市
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
以
来
、
す

べ
て
の
市
民
の
皆
様
が
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
に
全
力
を
も
っ
て
、
日
々
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
合
併
当
初
か
ら

こ
れ
ま
で
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
順
調
に
施
政
が
進
展
し
て
お
り
ま
す
こ

と
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
分
権
型
地
域
社
会
へ
の
実
現
に
近
づ
き
つ

つ
も
、
依
然
と
し
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、
行
政
運
営
を
行
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
地
方
財
政
は
、
地
方
財
政
計
画
の
規
模
の
抑
制
に
努

め
て
も
な
お
平
成
十
八
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
な
財
源
不
足
の
状
況
に
あ

り
、
地
方
財
政
の
借
入
金
残
高
は
、
平
成
十
九
年
度
末
に
百
九
十
九
兆
円

と
見
込
ま
れ
、
先
進
国
の
い
ず
れ
の
国
と
比
較
し
て
も
極
め
て
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
に
伴
う
諸
経
費
や
公
債
費
の
増
加
等
に

よ
り
、
歳
入
歳
出
構
造
は
ま
す
ま
す
硬
直
化
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
自
治
体
は
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を
主
体
的
か
つ
総
合
的

に
実
施
す
る
大
き
な
責
任
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
に
「
地
方
に
で
き

る
こ
と
は
地
方
に
」
の
原
則
の
も
と
に
知
恵
と
創
意
工
夫
を
都
市
間
で
競

う
時
代
へ
と
入
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
地
方
分
権
の
推
進
は
、
自

主
・
自
立
を
促
す
一
方
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
削
減
や
地
方
交
付
税
改
革

に
お
い
て
、
今
後
の
本
市
の
財
政
運
営
へ
の
影
響
に
つ
い
て
懸
念
を
残
す

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
経
済
情
勢
を
見
通
し
、
本
市
の

財
政
状
況
の
健
全
化
に
つ
い
て
、
新
た
な
時
代
に
対
応
で
き
る
組
織
改
革

を
念
頭
に
入
れ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
こ
と
、

未
利
用
の
公
共
用
地
の
活
用
、
安
全
で
安
心
な
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
、
広

域
ご
み
処
理
施
設
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
度

化
・
多
様
化
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
市
民
の
目
線
に
立

っ
て
行
財
政
運
営
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一
次
伊
豆
の
国
市
総
合
計

画
で
掲
げ
た
十
年
後
の
将
来
像
「
自
然
を
守
り
、
文
化
を
育
む
、
魅
力

ゆ
　
め

あ

る
温
泉
健
康
都
市
」
を
実
現
す
る
た
め
の
基
本
方
針
で
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
「
六
つ
の
柱
」
に
沿
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
第
一
「
美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
快
適
な
空
間
の
ま
ち
」

自
然
・
環
境
の
分
野
で
は
、
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
、
緑
化
推

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
循
環
型
社
会
の
形
成
」
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス

活
用
の
研
究
と
生
ご
み
堆
肥
化
計
画
の
策
定
を
し
、
早
期
に
施
設
整
備
を

推
し
進
め
ま
す
。

四
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
る
天
野
公
園
な
ど
快
適
な
空
間
と
し
て
の
公

園
管
理
に
努
め
ま
す
。

▼
第
二
「
生
き
生
き
働
く
活
気
に
満
ち
た
産
業
の
あ
る
ま
ち
」

産
業
・
経
済
・
労
働
の
分
野
で
は
、
地
域
観
光
推
進
事
業
と
し
て
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
商
工
会
が
四
月
に
合
併
し
ま
し
た
の
で
、
一
層
の
連
携
に
努
め
、

引
き
続
き
商
工
業
者
の
安
定
と
向
上
、
経
営
革
新
や
後
継
者
対
策
の
推
進

等
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
国
で
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
、
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
県
や
J
A

と
の
連
携
に
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
農
業
者
の
活
動
の

拠
点
の
施
設
を
充
実
し
て
、
後
継
者
の
育
成
な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

農
業
の
活
性
化
対
策
と
し
て
、
前
年
度
か
ら
取
組
ん
で
い
る
中
国
野
菜
の

栽
培
を
農
家
の
方
々
と
共
に
研
究
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
な
ど
を
行

い
、
販
売
方
法
の
検
討
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

戦
略
的
観
光
誘
客
へ
の
転
換
と
し
て
、
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
観
光
に
活

用
し
た
伊
豆
の
国
市
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、幕
末
の
先
覚
者
江
川
坦
庵
公
の
居
宅
江
川
邸
の
周
辺
整
備
事
業
で
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
の
整
備
も
併
せ
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
第
三
「
未
来
を
担
う
人
を
育
み
豊
か
な
歴
史
・
文
化
を
築
く
ま
ち
」

教
育
・
歴
史
・
文
化
の
分
野
で
は
、
外
国
人
講
師
派
遣
に
よ
り
英
語
教

育
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
で
安
心
し
て
学

べ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
市
立
幼
稚
園
や
小
学
校
の
耐
震
補
強
計
画
を

策
定
し
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
未
実
施
の
公
共
施
設
を

順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
大
仁
中
学
校
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
校
舎
の

実
施
設
計
を
は
じ
め
順
次
事
業
を
進
め
、
平
成
二
十
二
年
度
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
放
課
後
児
童
教
室
の
充
実
を
図
り
、
市
内
の
各
小
学
校
で
、
同

じ
環
境
の
中
で
保
護
者
が
安
全
で
、
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
施
設
の
運
営

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
韮
山
地
域
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
韮
山

交
流
セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
子
育
て
の
充
実
を
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

文
化
財
関
係
で
は
、
北
条
氏
邸
跡
発
掘
調
査
事
業
な
ど
の
史
跡
調
査
関
連

を
進
め
ま
す
。

そ
し
て
、
狩
野
川
を
中
心
と
し
た
、
流
域
生
活
圏
一
体
化
事
業
も
進
め

て
い
き
ま
す
。

▼
第
四
「
だ
れ
で
も
が
す
こ
や
か
元
気
に
生
き
る
ま
ち
」

健
康
・
福
祉
の
分
野
で
は
、
伊
豆
の
国
市
健
康
増
進
計
画
の
下
に
、
母

子
・
乳
幼
児
か
ら
成
人
健
康
診
査
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
環
境
を
充

実
さ
せ
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
掛
け
て
頂
き
、
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ウ
エ
ル
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
事
業
で
は
、
県
が
推
進
す
る
フ
ァ

ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
連
携
し
、「
食
と
農
」
な
ど
伊
豆
の
国
市

独
自
の
戦
略
に
沿
っ
て
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
効
果
的

な
健
康
づ
く
り
を
構
築
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

障
害
者
計
画
に
合
わ
せ
て
、
障
害
の
あ
る
人
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
社

会
参
加
で
き
る
よ
う
な
環
境
整
備
と
施
設
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
と
し
て
、
多
く
の
待
機
者
の
た
め
に
も
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

▼
第
五
「
住
み
た
い
訪
れ
た
い
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
」

都
市
基
盤
・
生
活
環
境
の
分
野
で
は
、
道
路
新
設
改
良
な
ど
計
画
的
な

改
良
に
よ
る
安
全
性
確
保
や
適
切
な
維
持
管
理
な
ど
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
に
努
め
ま
す
。
加
え
て
、
国
県
道
整
備
事
業
と
し
て
、
合
併
支
援
道

路
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
水
害
対
策
と
し
て
、
河
川
整
備
事
業
や
都
市
下
水
路
整
備
、
県

営
湛
水
防
除

た
ん
す
い
ぼ
う
じ
ょ

施
設
整
備
事
業
等
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
民
の
皆
様
が
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
た
め
、
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
十
一
月
、
姉
妹
都
市
盟
約
を
結
ん
だ
長
岡
京
市
と
は
、
さ
ら
に
両

市
の
交
流
を
育
み
友
好
の
絆
き
ず
な
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
第
六
「
み
ん
な
が
主
役
、
明
日
に
向
か
っ
て
進
む
ま
ち
」

行
政
運
営
・
市
民
参
加
の
分
野
で
は
、
市
民
・
行
政
の
協
働
を
図
る
上

で
、
行
政
情
報
の
提
供
と
市
民
の
行
政
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
が
重
要
で

あ
り
、
市
民
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
、「
広
報
い
ず
の
く
に
」
な
ど
を

通
じ
、
情
報
を
的
確
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
と
り
わ
け
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
、
シ
ス
テ
ム
を
一
新
し
各
課
に
て
更
新
す
る
こ
と
に
よ
り
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
情
報
発
信
を
図
っ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
市
政
懇

談
会
、『
〜
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
ま
ち
づ
く
り
ご
意
見
箱
』、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
メ
ー
ル
な
ど
、
広
く
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
提
言
を
ま
ち
づ
く

り
に
活
か
し
、
よ
り
良
い
市
政
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

効
率
的
な
行
政
運
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改
革
大
綱
と
行
動
計

画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
き
、
よ
り
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
時
代
の
要
請
や
市
民
の
期
待
に
沿
っ
た
施
策
を
推
進
し
ま

す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
で
の
予
算
で
あ
る
こ
と

を
職
員
一
人
ひ
と
り
が
強
く
認
識
し
、
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
の
効
果
を

得
ら
れ
る
よ
う
、
努
力
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
か
ら
「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
行
財
政

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
む
決
意
で
す
。

市
長
施
政
方
針

平成１９　年度

伊
豆
の
国
市
長

望
　
月
　
良
　
和

時時
代代
のの
要要
請請
・・
市市
民民
のの

期期
待待
にに
沿沿
っっ
たた
施施
策策

市
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
財
政
運
営
を

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で

総
合
計
画
六
つ
の
柱

合
併
し
て
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
ま
ち
に


